
おもしろプロジェクトによる学びの成果と今後の課題
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要旨

おもしろプロジェクトとは，学生の企画に対して資金援助を行う山口大学特有の学生支援プ

ログラムの一つである。アンケート調査から，「かけがえのない体験」・「人格的成熟・自	

己確認」・「組織運営に関する学び」という３つの高度な学びを参加学生にもたらしたであろ	

うことが明らかとなった。一方で，参加学生のモチベーションを向上させるために，相談機能

の強化や定期的な意見聴取会・交流会といった仕掛けの必要性があることが示唆された。さら

に，参加者だけの学びに留まらないように配慮していく必要性も示唆された。
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１ はじめに

2000年に文部省高等教育局より提出され	

た「大学における学生生活の充実方策につい

て－学生の立場に立った大学づくりを目指し

て－」（通称：広中レポート）には，学生が

社会との接点を多く持てるような正課外教育

の推進を図る必要性や，学生の自主的活動の

支援の必要性が書かれている。この広中レポ

ートを受け，現在全国の大学では，大学教育

や学生支援事業が見直されている。社会との

連携や自主的活動によって培われた学生の人

間性は，2006年に経済産業省より発表され	

た「社会人基礎力」につながっていく。さら

にこの「社会人基礎力」は，広中レポートに

記される就職指導へとつながっていく。

山口大学では平成８年度より「おもしろプ

ロジェクト」という学生の自主的な課外活動

を支援する教育活動を行ってきた（後節参	

照）。

本編は，このおもしろプロジェクト参加者

によるアンケート調査をもとに，この教育活

動による学びの成果を考察するとともに，今

後のおもしろプロジェクトの課題について言

及するものである。

２ おもしろプロジェクト

「おもしろプロジェクト（通称：おもプ	

ロ）」とは，平成８年度より始まった学生の

自主的・創造的企画に資金援助する山口大学

オリジナルの学生支援事業である。学生によ

る企画内容に制限は特になく，学生だけの力

でできる企画であり，卒業論文など正課に付

随しない企画ならばなんでもよいことになっ

ている。毎年２月に学生からのプロジェクト

申請を受け付け，３月の学生委員会委員（現

教学委員会委員）による審査を経て，次年度

の採択プロジェクトを決定するようになって

いる。おもしろプロジェクトの特徴として２

つのことが挙げられる。一つは「思う存分や

ってみる」ということである。援助する資金

は１プロジェクトあたり最大50万円となっ	

ており，採択団体は経済的制限を感じること

なくプロジェクトを遂行することができる。

もう一つは「失敗してもいい」ということで

ある。おもしろプロジェクトでは，プロジェ

クトの結果は問われない。「形にしよう」と
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する試行錯誤にこそ学生の主体的・創造的な

学びがあると考えているのである。これら特

徴は開始された平成8年度にすでに確立され

たものである。これまでの成果，実績および

こうした特徴が評価され，おもしろプロジェ

クトによる教育活動は「平成17年度文部科	

学省特色ある大学教育プログラム」に選定さ

れた。この選定をきっかけにおもしろプロジ

ェクトは，学外からも非常に注目される教育

プログラムの一つとなり，毎年多くの学校関

係者からの視察訪問を受けている。

３ アンケートの配布と回答者

アンケートは，毎年３月に開催されるおも

しろプロジェクト報告会の開会前に来場した

学生に対して配布され，閉会後に会場出口に

て回収された。今回データとして用いたのは

2005，2006，2007	年度のおもしろプロジェ	

クト報告会で回収した結果である。いずれの

年度にも配布されたアンケートの設問内容に

違いはない（参照，資料１と２）。アンケー

トの設問は，参加者の率直な意見を聴取する

ために，やや記述形式部分が多くなっている

ことが特徴である。

３年間行ったアンケートの回答状況に大	

きな違いはなく，ここではその代表として

2007年度の回答者状況について紹介する。

表１は	2007	年度のアンケート回答者のプ

ロジェクト参加別及び学年別内訳を示してい

る。アンケートの全回答者数は	37	人であり，

全体の約	86％に該当する	32	名はおもしろプ

ロジェクトへの参加者であった。報告会への

学生参加人数を正確に計測しなかったために，

アンケート回収率を算出することはできなか

った。しかし，報告会会場の状況から，回収

率としてはおおよそ100％に近いと思われる。

表２はプロジェクト別の参加者とアンケート
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の回答率を示している。採択されたすべての

プロジェクト団体から，少なくとも１人のア

ンケート結果を回収することができた。各プ

ロジェクトの構成員数とアンケートの提出者

数による回答率において，各団体の結果にか

なりのバラツキがみられる。また，全体とし

ての回答率も	34.0％とあまり高い数値と言

えるものではなかった。アンケート回答者の

うちでプロジェクト参加者であると回答した

者に対して，所属プロジェクトにおける中心

メンバーであるかどうかを尋ねたところ，

62.5％がそうであった（参照，表３）。すな

わち、回答結果は概ねプロジェクト中心メン

バーの意見であると思われる。

４ かけがえのない体験

山口大学は，学生がおもしろプロジェクト

から「高度な学び」を得ることを期待してい

る。「かけがえのない体験」とは，この「高

度な学び」の一つの観点であり，「おもしろ

プロジェクトが学生の日常生活の枠を超えた

特別の活動や体験の機会を与えた」という観

点である。この「かけがえのない体験」とい

う観点からの問いかけとして，以下の設問を

用いた。

・達成感があった

・参加者どうしの強いつながりが築けた

・印象深い出会いがあった

・他では得難い経験ができた

いずれの設問に対しても，「強くそう思う」，

「そう思う」，「どちらとも」，「そうは思

わない」，「全くそうは思わない」，「当て

はまらない」の六者択一で回答を求めた。

「達成感があったか」に関する結果を表４

に示す。「強くそう思う」と「そう思う」を

合算した肯定的回答は，３年間を通して肯定

的回答は常に	70％を超えている。2005	年度

には「そうは思わない」とう否定的回答が

11.4％あった。

「参加者どうしの強いつながりが築けた

か」に関する結果を表5に示す。「強くそう

思う」や「そう思う」と回答した割合は	

2006，2007	年度では	90％以上であり，2005	

年度でも	80％以上であった。2005，2007	年	

度には「そうは思わない」や「全くそうは思

わない」という否定的回答が若干生じている。

おもしろプロジェクトによる学びの成果と今後の課題
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「印象深い出会いがあったか」に関する結

果を表6に示す。「強くそう思う」と「そう

思う」を合算した肯定的回答が，徐々に増加

している傾向にある。一方で，「そうは思わ

ない」や「全くそうは思わない」という否定

的回答は減少傾向にあり，2007	年度ではこ	

の否定的回答は見られなかった。

「他では得難い経験ができたか」に関する

結果を表７に示す。３年間を通して，「強く

そう思う」と「そう思う」という肯定的回答

が大半を占めた。

「かけがえのない体験」を総合的に判断す

る設問として，「おもしろプロジェクトに参

加して良かったと思いますか」を用いた。表

８にその結果を示す。ほぼすべての回答者が

「はい」と回答しており，この傾向は３年間

を通じて大きく変化していない。

以上の結果から，おもしろプロジェクトは

３年間で変わらず，学生にとって「かけがえ

のない体験」であったということができる。

達成感，参加者同士のつながり，印象深い出

会い，他では得難い経験など，これらすべて

において肯定的回答がほとんどを占めている

ことから，こうした要素すべてがおもしろプ

ロジェクトを「かけがえのない体験」とした

要因と言うことができる。

「印象深い出会いがあったか」に関する肯

定的回答の増加傾向は，プロジェクトの内容

が徐々に変化したことに起因しているように

思われる。すなわち，プロジェクトの大半も

しくは一部として社会連携を学生が考慮して

いると思われる。結果として，非常に有意義

な人との出会いを経験し，その出会いが通常

の大学生活からは得られない経験へとつなが

っていったことが予想される。

一方で，達成感に関して肯定的回答が	

2007	年度において他年度を下回っているこ

とにも着目しておく必要がある。2007	年度

の採択プロジェクト	10件のうち，６件は昨

年度からの継続的プロジェクトであった。プ

ロジェクトの継続は，各グループまたは各々

が掲げる達成目標が高くなってしまう傾向に
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ある。またプロジェクトの目標としてコンテ

ストの参加を掲げた場合，コンテスト参加を

満たさなければ達成感を得ることは難しくな

る。こうした結果が達成感に関する肯定的回

答の減少につながったものと思われる。プロ

ジェクトの目標の設定や修正に関する，また

参加者の悩みなどを随時聞き入れることに関

する相談窓口があれば，学生が得る達成感は

向上し，おもしろプロジェクトは学生にとっ

て，より「かけがえのない体験」となってい

くように思われる。

５ 人格的成熟・自己確認

「人格的成熟・自己確認」は，おもしろプ

ロジェクトによる「高度な学び」の観点の一

つである。「人格的成熟・自己確認」とは，

「成長やものの見方の変化，自信や自己分析

の深化などの機会となった」という観点であ

る。この「人格的成熟・自己確認」という観

点からの問いかけとして，以下の設問を用い

た。

・自分に自信が持てるようになった

・自分の考え方が変わった

・自分について新しい発見があった

・技術や能力などが身に付いた

いずれの設問に対しても，４節同様，「強く

そう思う」，「そう思う」，「どちらとも」，

「そうは思わない」，「全くそうは思わな

い」，「当てはまらない」の六者択一で回答

を求めた。

「自分に自信が持てるようになったか」に

関する結果を表９に示す。「強くそう思う」

と「そう思う」という肯定的回答が年々減少

している傾向にある。一方で「どちらとも」

の否定でも肯定でもない回答が増加している

という特徴が見受けられる。ただそれでも最

も低い数値である	2007年度の肯定的回答の

割合は	53.1％と半数以上であった。

「自分の考え方が変わったか」に関する結

果を表10	に示す。2007年度においても肯定	

的回答の割合は	68.7％と半数以上を占めて	

いるが，年々減少傾向にある。さらに2007	

おもしろプロジェクトによる学びの成果と今後の課題
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年度は，「そうは思わない」の否定的回答が

12.5％もあった。

「自分について新しい発見があったか」に

関する結果を表	11	に示す。３年を通して肯

定的回答の割合は約	70％あり，大きく変化

している様子はみられない。「どちらとも」

の否定でも肯定でもない回答は年々減少傾向

にあるように思われる。

「技術や能力などが身に付いたか」に関す

る結果を表	12	に示す。肯定的回答の割合が

84.4％であり大勢を占めている。しかし「強

くそう思う」と回答した者の割合は３年間で

徐々に減少している傾向にある。

「人格的成熟・自己確認」を総合的に判断

する設問として，「おもしろプロジェクトを

企画・実施したことによって，自分自身で成

長したと思いますか」を用いた。表	13	にそ

の結果を示す。「はい」と回答した割合は常

に70％を超える高い数値を示した。

以上の結果から，学生にとって「人格的成

熟・自己確認」をもたらすことができたと言

える。しかし，自分への自信，自分の考え方

の変化，自分の新しい発見，技術や能力の向

上の４要素に対して，これまでのように非常

に大きく変わったと自覚できない，つまり自

分は変化しているような気がする程度にとど

まっている傾向に	2007	年度はあったように

思える。この傾向が反映されて表		13		におけ

る「どちらともいえない」の回答率を引き上

げたのだろう。2007		年度の採択プロジェク

ト		10		件のうち，６件が昨年度からの継続プ

ロジェクトである。この継続プロジェクトの

割合は年々高くなっている。継続プロジェク

トの場合，先輩からの指導が非常に行き届い

てしまうために，自らの発想力の低下，自己

啓発を行うモチベーションの低下をもたらす

危険性がある。	2007		年度の「人格的成熟・

自己確認」の観点の結果は，この危険性が浮

き彫りになりつつある状態を示唆しているよ

うに思われる。今後において，継続プロジェ

クトの採択を否定するわけではないが，プロ

ジェクト継続の場合は特に選考審査時に，新

規性を審査員が見出すように努めるべきであ

る。

６ 組織運営に関する学び

「組織運営に関する学び」は，おもしろプ

ロジェクトによる３つの大きな「高度な学

び」の観点の最後の一つである。「組織運営

に関する学び」とは，「学生の任意組織を運

営することの困難さや組織内のコミュニケー

ションの重要性の認識など」という観点であ

る。この「組織運営に関する学び」という観

点からの問いかけとして，「組織を動かす難
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しさやメンバー間の意思疎通の重要性を学ん

だか」という設問を用いた。「強くそう思

う」，「そう思う」，「どちらとも」，「そ

うは思わない」，「全くそうは思わない」，

「当てはまらない」の六者択一で回答を求め

たところ，2007		年度において，「強くそう

思う」と「そう思う」の回答率が共に	

46.9％で，「どちらとも」が		6.2％であった。

肯定的回答が		93.8％と圧倒的な割合で占め

ている。同様の設問に対する		2006		年度の肯

定的回答率は	90％超，2005		年度は約	80％で

あったことから，2007		年度はかなり運営に

関して組織的であったことが伺える。前節に

おいて，継続プロジェクトの危険性について

ふれたが，継続プロジェクトには組織力を強

化させていくという長所も一方で存在するこ

とがこの結果から示唆される。

７ 責任と信頼－大学の見え方

「おもしろプロジェクト」の特質の一つと

して大学との信頼関係の醸成があげられる。

すなわち学生企画に対する資金援助をもって

大学は企画の実現を期待・信頼し，参加学生

は採択と資金援助に対して責任を感じる。こ

の信頼関係の醸成から生まれる学生の学びと

して，自信や責任感がある。これらを調査す

る設問として，以下の設問を用いた。

・おもしろプロジェクトとして採択された

　　ことが，自信や支えになった

・強い責任を感じた

この両設問に対しても，これまで同様，「強

くそう思う」，「そう思う」，「どちらと

も」，「そうは思わない」，「全くそうは思

わない」，「当てはまらない」の六者択一で

回答を求めた。

「おもしろプロジェクトとして採択された

ことが，自信や支えになったか」に関する結

果を表		14		に示す。３年間を通じて肯定的回

答の割合は常に		70％を越えていた。しかし

2007		年度では，肯定的回答のうちの「強く

そう思う」がここ３年で最も低くなっている。

「強い責任を感じたか」に関する結果を表

15		に示す。肯定的回答の割合は３年間を通

じて常に	80％以上の水準で増加し，2007		年

度は		90.6％であった。一方で，否定でも肯

定でもない「どちらとも」の回答割合は年々

下降しており，2007	年度は	9.4％であった。

以上から，「おもしろプロジェクト」を通

して，学生は自信そして責任感を学んだと推

測することができる。しかし，2007		年度の

参加学生において，自信に関しては取り立て

て大きなものを生み出したとは言えないよう

である。これまでにも述べたように		2007		年

度は継続プロジェクトが多かったために，採

おもしろプロジェクトによる学びの成果と今後の課題
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択による喜びは薄く，結果として採択による

自信はそれほど芽生えなかったと思われる。

一方で責任の肯定的回答が上昇していること

から，継続プロジェクトゆえの責任感は増加

したことが予想される。

８ 企画の成否

「おもしろプロジェクト」は，大学として

企画の成功を望むものではなく，「高度な学

び」そして自信や責任感を学ぶことを期待し

ている。そうした観点からすると企画の成否

を参加学生に対して尋ねることは意味のない

ことである。しかし企画の成否を問うことに

より，グループの，そして参加学生自身の企

画遂行状態を総合的に「ふりかえる」ことが

できる。この「ふりかえり」を促す意味で，

「今年度，自分たちのグループが企画・実施

した「おもしろプロジェクト」は成功したと

思いますか」という設問を投げかけた。回答

は「成功した」，「どちらともいえない」，

「いいえ」の三者択一で求めた。その結果を

表	16	に示す。2007	年度の「どちらともいえ

ない」や「いいえ」と回答した者の理由を見

ると「成功できなかった」理由として，「目

標であったロボコン出場が果たせなかったか

ら」といった目標達成をなしえなかったとす

るものが多いことに気付く。学生にとって，

目標達成は非常に明確な「企画の成否」の判

断基準であるようだ。また「目標達成」に対

する姿勢は，大学からの期待と信頼に対する

「責任感」を培うことが予想される。「企画

の成否」を常に省みることで，おもしろプロ

ジェクトの意義である「目標達成への姿勢」

や「責任感」を育むことができるであろう。

このことから，大学としては，教育的観点か

ら，定期的に「企画の成否」を参加学性に問

いかけていくと良いのかもしれない。その他

の「成功できなかった」理由として，「最初

にかかげた大きな目標については達成された

ため成功したと思うが，まだプロジェクトと

してやり残したこともあり，成長段階である

と言える。なので，成功したと言うこともで

きるし，失敗したということもできる」のよ

うに，新たな課題点を見出したことをあげて

いる者もいる。これは，新たな課題点により，

当初の目標よりも高い新たな目標が掲げられ

たことを意味している。すなわち，厳密な意

味での「成功できなかった」理由ではない。

課題点を探求し，それを究明していくことは，

まさに「おもしろプロジェクト」の意義であ

る。このことからも参加学生の定期的な呼び

かけが高い教育的効果を生みだすと思われる。

９ 問題点と提案

アンケートの回答状況からは，プロジェク

ト達成感の低下，自己啓発の低下の危険性と

いった問題点が見られた。これらの問題点を

解消するための提案として，以下のものがあ

げられる。

・審査時における継続プロジェクトの新規性	

　の追及

審査基準における見直しが必要であると思

われる。すなわち新規性の判断に対する審査

基準の比重を大きくしていくべきである。申

請書類においては新規性を問いかけ、また審

査会（口頭発表会）においても新規性に関し
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て発表者に対して十分に問いかけていくべき

であろう。また申請者に対して問いかけるだ

けでなく、審査員に対しても、新規性の追求

を行うよう指導していかなければならない。

・おもしろプロジェクト遂行時の各種相談窓	

　口の開設

おもしろプロジェクトに関する相談窓口と

して必要物品の請求などの実務的相談窓口だ

けでなく，プロジェクトの遂行をサポートす

る相談窓口や，プロジェクトの遂行に伴って

発生するであろう「心の悩み」を打ち明ける

相談窓口が必要であろう。現在，山口大学で

は主にボランティア活動に関する悩みの相談

窓口として機能している自主活動ルームでの

相談機能を拡張する必要があるように思われ

る。

・おもしろプロジェクト参加者の定期的交流	

　会，意見聴取会

現在のところおもしろプロジェクト参加者

は，審査会と中間発表会，および年度末の発

表会でお互いが顔を合わす程度である。しか

もこれらは発表会であって参加者同士の意見

を交流する場でもなく，また参加者の要望を

大学に伝える場でもない。このような参加者

同士の意見交換や，大学への要望を述べる機

会を定期的に参加学生に作る必要あるように

思われる。

2007		年度のアンケートに記入してもらっ

た学生からの問題点提起と要望など，おもし

ろプロジェクトに対する意見をみると、上記

での問題点と提案で述べたこととはおおよそ

一致している。ここまでに述べられていない

問題点としては，学生の感想欄での「教職員

の中には“関係ない”と思っている方が少な

くともいるようです」にみられるような教職

員のおもしろプロジェクトに対する意識の温

度差である。学生へのおもしろプロジェクト

の広報を努めると同時に，教職員へも同様に

おもしろプロジェクトの意義やシステムを伝

えていかなければならない。

10 総括

おもしろプロジェクトは，「かけがえのな

い体験」・「人格的成熟・自己確認」・「組

織運営に関する学び」という３つの高度な学

びを参加学生にもたらしたであろうことがア

ンケートによる調査から明らかとなった。ま

た参加学生の「自信や責任」の向上にも，お

もしろプロジェクトは貢献したことがわかっ

た。このようにおもしろプロジェクトは参加

学生にとっては非常に学びの実りが大きい企

画であるといえる。その一方で，おもしろプ

ロジェクトは参加している学生だけのものに

なりつつある状況であることはいなめない。

おもしろプロジェクトのような自主的な活

動支援プログラムは，「社会人基礎力」の向

上が求められる現代の大学教育において非常

に有効であろう。よりその有効性を高めるた

めには，参加している学生のモチベーション

を常に向上させる「しかけ」，例えば相談機

能の充実や定期的な交流会などが必要だと思

われる。参加している学生からの意見は，今

後のプログラム改善にとって非常に有益な情

報である。そのために意見の聴取方法を十分

検討しておくべきだと思われる。おもしろプ

ロジェクトのような教育プログラムは参加し

ている学生だけに対する教育となる可能性が

ある。より多くの参加を促す広報方法を考え

るとともに，参加していない学生たちにも類

似した教育的な効果があげられるような手法

に関しても十分に検討しておく必要があるだ

ろう。

（学生支援センター　講師）
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